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１．研究計画の概要 
本研究（2007～2010）の最終目標(目的)は，
「数学的モデリングを中学校教育カリキュ
ラムに位置付けること」である。各年度にお
ける目標は，次の通りである。 
(1) 2007年度の目標：これまで開発した数学
的モデリング教材等をもとに，テキスト(教
科書)等を作成すること。 

(2) 2008年度の目標：作成したテキストをも
とに長期間にわたる授業を実施し，テキス
トを改訂すること。 

(3) 2009年度の目標：数学的モデリングの授
業実践に関わる教師に必要なトレーニン
グプランを提出すること。  

(4) 2010年度の目標：本研究の妥当性を公立
の中学校で臨床的に検証すること。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 2007年度の目標（これまで開発した数学
的モデリング教材等をもとに，テキスト等
を作成すること）に関連して，開発した数
学的モデリング教材をもとに，中学生用の
ワークシートを作成した。なお，ワークシ
ート作成に際して，山形大学附属中学校数
学科教員（３名）の協力を得た。 

(2) 2008年度の目標（作成したテキストをも
とに長期間にわたる授業を実施し，テキス
トを改訂すること）に関連して，開発した
数学的モデリング教材（生徒用ワークシー
トも含む）の有効性を検証した。具体的に
は，山形大学附属中学校２年生の選択授業
（数学）の時間を活用して試験的に実施し
た。実施した授業の検証結果を論文等にま
とめ公にした。 

(3) 2009年度の目標（数学的モデリングの授
業実践に関わる教師に必要なトレーニング
プランを提出すること）に関わり，数学的
モデリングの授業にかかわる教師用トレー
ニングプランを作成した。作成したトレー
ニングプランの有効性を検証するために山
形大学大学院教育実践研究科の授業を活用
し，大学院生６名を対象に，教師用トレー
ニングプランを試行した。その様子の一端
は，山形新聞（2009年９月７日朝刊）に掲
載されている。現在，教師用トレーニング
プランの有効性を検証中である。 

(4) 2010年度の目標（本研究の妥当性を公立
の中学校で臨床的に検証すること）につい
ては，未だ手つかずの状況である。近隣の
中学校の学校事情を踏まえ，授業実践を行
う予定である。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
開発した数学的モデリング教材や授業実
践の研究成果を整理し，雑誌論文（８件），
発表論文（３件），図書（１件）として公に
発表しているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 教師用トレーニングプランの有効性を検
証する。 

(2) 本研究の妥当性を公立中学校等で臨床的
に検証する。 

(3) 最終的な研究成果を研究報告書としてま
とめる。 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔雑誌論文〕（計８件） 
① 大澤弘典，「正四面体の切り開き問題」の
教材としての可能性，東北数学教育学会年
報，第 41号，pp.102-109，2010年，査読
有 

② 山本貴史，大澤弘典，中学校における数
学的コミュニケーションの促進について，
東北数学教育学会年報，第 41 号，
pp.93-101，2010 年，査読有 

③ 大澤弘典，フィボナッチ数を用いた面積
問題，山形大学教材開発研究，第９号，
pp.18-22，2009 年，査読無 

④ 大澤弘典，テープの折り重ね切り問題，
山形大学教材開発研究，第９号，pp.11-17，
2009 年，査読無 

⑤ 大澤弘典，正四面体の切り開き問題，山
形大学教材開発研究，第９号，pp.7-10，
2009 年，査読無 

⑥ 大澤弘典，「折り重ね切り問題」の教材化
についての一考察，東北数学教育学会年報，
第 40号，pp.85-91，2009 年，査読有 

⑦ 大澤弘典（代表）他 9名，「平成１９年度
わかる授業実現のための教員の教科指導
力向上プログラム」研究報告書，全 78頁，
文部科学省委嘱事業，2008 年，査読無 

⑧ 大澤弘典，山形大学における教員養成プ
ログラムについての研究（その１）：新授
業科目「教材開発研究（算数）」の試行と
実施，東北数学教育学会年報，第 39 号
pp.51-62，2008 年，査読有 

 
〔学会発表〕（計３件） 
① 大澤弘典，山形大学大学院教育実践研究
科における授業の構築：授業科目「児童生
徒理解と教材開発（数理系）」の実践報告，
第 41 回東北数学教育学会年会(弘前市
2009.12.5) 

② 大澤弘典，Monty’s Dilenma の教材化につ
いて：確率における新たな教材としての可
能性，第 40回東北数学教育学会年会（山
形市 2008.11.29） 

③ 渡邊信子，大澤弘典，文字の有用性を感
じさせる新教材の開発，第 40 回東北数学
教育学会年会（山形市 2008.11.29） 

 
〔図書〕（計１件） 
①大澤弘典，生活の中の数学，学校図書，全
144 頁，2007 年 
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